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進れからの福祉奄考える食横浜/《―社》ソーシヤル扇―ディネートかながわ

鮮な海闘診璽ミユニテイカンツシ1藝震鋼電 ※(国 )(月 )(携 )を躍く9～ 17猥警45分闘設
Tほ L:945‐620疇ゆ743  FI晟EX1945議 620憚0745

お申辺鰤務の際:議、お名議卜鐘麗・電話機号なこ
｀
1睦:絡くださしヽ。団体申込みちできます。

電議象 FAX、 意―ムペーシ翁メ中ルフォ～ムで機寧込あくださしヽ。

かながわコミュニティカレッジ

【講饉実施圃棒囁

【黎込み。問禽越】

2019年 10月 2日 (水)
～2020年 2月 5E(水 )
量 艤固 定員30名

受講料 6,000円
田寺 蒲議 嗜3130ハψ16:00

※舅百31菫:と衝膚6回 :よ 13:30～ 16:30 1うウ定

申込締切 9月 嗜8圏 (水 )
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【言青l巫カリキュラム】 講座実施団体 :これからの福祉を考える会横浜
回 日 時 内 容 講師予定

1
10/2(水 )
13:30´Ψ16:00

講座のねらい

生きがい、助け合いのある地域を創るとは

～地域共生社会について考える～
グループワーク

これからの福祉を考える会横浜 代表 島津 檀子

実践 socialwork研 究会。実践ソーシャルワーク塾
塾長/特別養護老人ホームクロス八―卜幸。川崎
統括施設長           菊池 健志

2
10/23(ガく)
13:30´V16:00

地域活動の実例を知る

若菓台から考える地域活動のしかけ方
認定 NPO法人若菓台 理事長   白岩 正明

3
11/13(水 )
13:30～ 16:30

助け合い活動の現場を見学する
現場のリーダーや参加者の声から助け合いの効
果を聞く

これからの福祉を考える会横浜

4
12/11(水 )
13:30～ 16:00

ボランティアによる生活支援について学ぶ
地域活動の具体例の紹介など

実践者による報告

5
1/15(水 )
13:30′V16:00

誰でも参加できる地縁活動の具体例

移動サービスの変遷とこれから

南足柄土也区おたがいさまネットみなみ  永田 米昭

認定 NPO法人横浜移動サービス協議会
副理事長 山野上 啓子

6
2/5(水 )

13:30´V16:30

自分の地域が目指す姿
生:きがい。助け塗〕いのある1也土或をどう倉llるか
グループワーク
共助の地域づくりを推進するために
今後の活動に向けて具体的な行動を考える
まとめ

さわやかスペシャルバートナー 木本寸 知広

これからの福祉を考える会横浜 代表 島津 柱子
′′         副代表 丹 直秀

※カリキュラム・講師は都合により変更になる場合があります。※第 3回目は現地学習です。交通費は自己負担となります。

【受講対象】

神奈川県に在住。在勤。在学の方で、地域での助け合い活動を実践されている方、活動の担い手として関心のある方など

(自治会役員、民生委員・児童委員、社会福祉協議会や地域包括支援センター職員、県・市区町村職員、老人クラブや NPO。ボランティア団体関係者など)

【お申込期限】9月 18日 (水 )

※応雛種多数の場合‡康鑢選、竃量|こ満たなもヽ場合 |ま引き続き先着順で受付

【受講決定・受講料の納付方法】

募集期間終了後、受講申込みされた方全員に受講の可否を郵送でお知らせします。

受講が決まつた方は、同封の納付書を使用して、指定する期日までに、

受講料を最寄りの金融機関で納付してください。

譲ドバシカメ

横浜高最屋

__横浜そごう

● 醸 浜駅」西□から徒歩5分

かながわコミュニテイカレッジ講座 受講申込書 (FAX申込用)
『共助の地域づくりを推進する講座』

FAX〕蓋:催言先 :045-620-0745

ふりがな

お名前

(団体申込みの場合は、団体名および代表者名 )
区分

(どちらかに(Dをしてください)

個人 0団体

ご住所

T

連絡先

丁EL FAX

e-mail
パソコンからのメール

受信可能なもの

※お預かりした個人情報は、かながわコミュニティカレッジからの講座に関するご連絡やご案内の目的で使用させていただきます。

TSプラザ


